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令和 6年 11月 10日（日）に姿勢矯正研究会を開催しました。 

姿勢矯正士の西本です。 

いつも乍らの少数精鋭の開催となりました。 

今回はミスターXの希望により、チェスタードロップのテクニックのメカニズムとデモの披

露となりました。 

このテクニックは、上手くいくと素晴らしい効果を編み出す。 

しかしその分刺激が強いので、間違うと骨や筋肉や靭帯に損傷を生じる。 

私の場合は、メインが小学生や中学生といった骨格が強固で、筋肉に柔軟性のある方

に限っている。 

その他は質疑応答や会員の先生方の不定愁訴を臨床を兼ねて改善に時間を費やし

た。 

ありきたりの勉強会より遥かに内容の濃いものとなっている。 

レベルアップを感じる姿勢矯正研究会を感じる。 

 ※次回の姿勢矯正研究会は 1月 26日（日）の予定です。 

 

９月の姿勢矯正研究会報告 
姿勢矯正士の西本です。  

9月 29日（日）に姿勢矯正研究会がありました。 

日時：９月２９日（日） １０時～１６時  

場所：日本姿勢矯正士協会本部（京都にしもと整体院） 

テーマ：①自律神経整体  ②手の不調症状改善デモンストレーション（西本会長）  

③圧迫骨折の予防  

    ④会員相互の不調症状改善臨床実習など 

【研究内容】 



①前回に引き続きうつ病や自律神経失調症は整体で改善出来るのか検証してみまし

た。 

②手の不調はモーションパルペーションの精度をあげる事によって簡単に改善出来る

ことが実証できました。 

③圧迫骨折は骨格模型を使って安全且つ効果的に予防出来る事が解明出来そうであ

る。 

④昼からはいつも通り、各自の不定愁訴をお互いに治療しあいました。 

 

 

２０２４年７月の姿勢矯正研究会報告 

姿勢と不調症状改善の地域サポートセンター姿勢カイロ・オフィス院長の辻内正昭で

す。姿勢矯正士です。 



昨日、恒例の姿勢矯正研究会があった。 

西本会長、東岡先生、横山先生、ミスターXと私が参加。 

今回のテーマは「モーションパルペーションの重要性」「コリのメカニズム」足関節の

不調（外反母趾、扁平足）について。 

最近私の脚、膝の痛みが悪化してきており外反母趾、扁平足も

ある。 

 

西本会長からは「こんなに身体が悪いのによう頑張っているなあ！」と言われながらも

足関節の不調を西本先生、横山先生がテクニックを駆使して施術してくださった。 

お陰様で翌夕の今の状態はかなり改善しずいぶん楽に過ごせている。 

自分自身の不調症状の根本原因は分かりにくいもの。的確な施術を受けて初めて自分の

すべき正しいセルフケアの部位がわかるし適切な改善への施術方法の道標となるのだ。 

いつも改善の糸口を与えてくれ、仲間との心温まる交流は何事にも代えがたい。だから



こそ老体にむち打って早朝からはるばる京都本部へと向かうのだ。姿勢矯正研究会には

本当に感謝である。 

 

次に今回、大阪支部長の東岡誠先生からは姿勢矯正と医療との連携という新しい観点の

取り組みが紹介された。 

これは将来、医療と姿勢矯正が協力連携して未来の新しい医療分野を創っていく可能性

を秘めている取り組みだ。この詳細は facebookの辻内正昭、日本姿勢矯正士協会のサイ

トで紹介したので見ておいて欲しい。 

姿勢矯正研究会に参加するといつも思うことだが、今回も会員相互の健康回復、テクニ

ックの再学習、誤りや誤認識の再修正、実践によるテクニックや理論の落とし込みな

ど、明日から臨床に役立つ密度の濃い研究会となった。更に向上心を持って精進、進化

しながら共に未来を切り開いていきたいと思う。 



 最後にミスターXの感想を原文のまま紹介する。 

「施術の指導を頂いてから自分も施術を行い、きちんと指導を受けしっかりと学ぶこと

ができました。体調不良を改善するための最新の施術をご指導いただき感謝しかありま

せん。次回 9月に行われる研修会に向けて研究を重ね技と理論を磨きたいと思いま

す。」 

５月の姿勢矯正研究会報告 
 議題：「環椎後頭関節のモビリぜーション」西本伸会長（京都にしもと整体院 院

長 ） 

     「治療業界の変化（１０年前と今、最近の患者さんの傾向等」 

                       辻内正昭（姿勢カイロ・オフィス整体院 

院長） 

５月の姿勢矯正研究会は２６日（日）、日本姿勢矯正士協会本部で行われた。 

今回のテーマは「環椎後頭関節の歪み」。 

http://blog.livedoor.jp/shiseikairooffice/preview/edit/f30578e25b6f0c77b4d66aa4fa08261e


京都府の横山さん、和歌山県のミスターXは西本会長の施術を体験。目の前の霧が晴れたよう

なスッキリした感覚を体験した。  

その後、実践にあたっての要諦、モーションパルペーションでの見つけ方、施術方法を学んでから

真剣に施術実習を行った。 

その後、それぞれ日々研究し実践を積んできた効果的なテクニックを披露する形で、いつものよう

にお互いの不調症状を施術し合った。 

今回も密度が濃く、実り多い充実した研修会であった。 

次回は７月２８日開催予定。 

会費は本年１月から２ヶ月３０００円となっている。 

会員の皆さんが積極的に参加されることを願っている。 

  

令和 6年 3月 24日 姿勢矯正研究会報告   

議題：今話題の「殿様枕症候群」について（西本伸会長） 

「アゴと姿勢と矯正」「大腿部痛のメカニズム」について（辻内正昭和歌山支



部長） 

関連サイト：姿勢矯正士の独り言 (livedoor.jp) 

 
 

令和６年１月２８日 姿勢矯正研究会報告 

 「頻呼吸対応の施術 低体温症と冷え症の違い 頚椎のもう一つのアプロ

ーチ方法 骨盤の傾きと足関節の変位 膝関節痛に対する考察」が議題で

した。 
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次回は３月２４日に開催予定です。 


